
（別紙３）

～ 2025年2月28日

（対象者数） 27 （回答者数）
22

～ 2025年2月28日

（対象者数） 4 （回答者数） 4

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

行事を振り返り、反省点を事業所で話し合いつつ、こども

たちからの意見や保護者の方からの意見を今後はもっと

取り入れていきたい。

2

季節にあったお菓子や、野菜など変わったお菓子も今後

子どもたちにとって食に興味がもてるよう提示していきた

い。

3

個人で遊べるおもちゃと集団で遊べるおもちゃなど

もっといろんなジャンルのおもちゃをバランスよく

配置していきたい。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・外行事の充実化を図り、なるべく広い空間で作業すること

を増やしていく。

・なるべく物は置かず広い空間にみえるよう工夫する。

2

なるべく公平に行事ができるよう取組んではいるが

個人のレベルをみつつどこまで可能か、公平に行うか

は今後も課題と思われる。

3

トイレの数を増やすのは困難なのでなるべく声掛けや、

個人的に誘導を行い改善していく。

・行事が毎日細かく設定されていること こども達が飽きず楽しく通えるよう行事も同じものにならな

いよう毎日組んでいる。

○事業所名 片山名倉堂放課後等デイサービス

○保護者評価実施期間
2025年2月1日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
2025年2月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年3月20日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

・おやつのレパートリーが充実している。 多くの保護者の方からお菓子が色々出されることから

お子さんの好みなどがわかったり、嫌いなものを食べてくれ

てうれしいなど多く意見をいただいています。

・おもちゃや遊ぶものが充実している。 毎年クリスマスに子どもたちの意見をとりいれつつ

おもちゃを定期的に替え、いろんなおもちゃでいろんな

お友達と遊べるよう工夫しています。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

部屋が狭いこと。 部屋が狭いという意見は毎年多くいただき、人数が多い日は

特に感じやすいと思われる。

平等な行事の取り組み 子どもたちの手先の器用さ頭の回転、運動力など個人のレベ

ルによって行うことが可能な行事が限られてくる。

トイレが一個しかない 人数に対しては少ないように思われる。お出かけ前や

帰りの送迎前などは混雑するため時間通りにいかない

ことが多い。

事業所における自己評価総括表公表


